








































































































































































































































御左訓の違はどふぞと云に、これはみな 有量の諸 」と云言が上の句へ望め と下の句へ望めるとで、義が違ふ
8ことを顕す御指南とみへる。まづ第一句の「智慧の光明はかりなし」の句へ望めるときは二種世間へ通ずる。それはなぜ 云に一切世間法は限りありて有量と申す。佛境界は无量无辺ゆへ「智慧の光明はかりなし」と云。是れ世間の有量をあげて佛の无量光を顕すのぢやゆへ有情と器世間へ通ずる。又次句へ望めるとき 「有量の諸相」と云はよろづの衆生の事なり。十方の衆生一人でも「光暁かぶらぬもの なひ」とあらはす言なり。次の句の「ものはなし」と「も 」とさしたは人をさす言ぢやよて次の句へ望めるときは、この「有量の諸相」と云ふ よろづ 衆生の事なり。吾祖『讃弥陀偈』の文 ヶ様に御覧 そばしたも ぢや。かふ解さねば、 『讃弥陀偈』の文がすまぬなり。此釋の趣きを二本の御左訓 顕はさせられたとみへるなり。
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達て「正信偈」講説の時分に弁した事にしてこの最初の無量・無辺・無碍の三光これが一科にして光明無量の体徳をあげたものなり。第十二の本願の光明無量の願成就の果体 そなはる徳がこ 三光なり。 『阿弥陀経』に「彼佛
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も二里四方とか辺表のはてがあり、其辺表があらば无辺とは云はれぬ。今如来の解脱の徳は、周遍法界の解脱の徳ぢゃによりて廣大无 際にし きはほとりがなひなり。たとへば虚空の如くなるゆへに无辺と名くるとあり。これこの『涅槃経』の上からみれば、今无辺光のきはほとりのなひ 云ことを顕はさんがため 、解脱の徳をこゝへ挙げさせられて「解脱 光輪きはもな 」と仰せられたるな 。
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の御釋で 自然にはなるとあるによりて、有无の二見を一時にはなれぬ光明にてらさ れば漸々には れることのやうにきこへる り。これは祖釋のこゝろをもて云ときは、往相 一心 獲得する 「六趣・四生の因亡じ果滅す」とあるによりて、一念の信心おこるときた ちに光觸を蒙りて有无 二見を一時 離 なり こゝをば先輩の弁ぜられたのは、他力の信心を吾祖は「欣浄厭穢之妙術」との玉ひ、信心を得る所がす ち娑婆を厭ひ浄土を欣ふこゝろのおこ 所 その娑婆を厭ふ ろ我身いつまでもある 執する有 見 はなれたしるしぢゃ。執着の深ひ凡
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今この文には次の言に「無碍如虚空」と て、光明の無碍なる事 虚空 たとへにしてある。爾るになんぞ煩重に雲をあげて無碍 義を喩へ玉はんや。爾らばなにを たものぢゃと云に、 『探玄記』十八
五十七右
に、梵語には































ある。これは人のさはり、法のさはりがなひによて無碍と名けると云釋 、日輪はよく四天下をてらせども阿修羅王が怒をなすとき日輪を手につかむ とがある。これは『正法念経』の説なり。これらは人のさはり。又雲霧にさへられるは法のさはり。今弥陀の光明は其人のさはり法のさはり一切のさはりにさへら るこ はなきゆへに、無碍と名けると云事で「一切の有碍にさは なし」との玉ふ。とき上の「智慧の光明」の和讃の「有量諸相」と云を上の句へ望め 下の句へ望めるとの二義あるに准ずるに、この「一切 有碍」と云言 も亦二義を含むなり。上の句へ望めるときはこの「一切の有碍」と云は あらゆる一切のさはりの事で、世間 あることは何事でもみ
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と釈してあり。これ雨のうるほひの事なり。そこで御草稿 異本の御左訓に「沢」 字に「ウルオウ反」とある。あの反しとあるは、其文字 訓を付るときにつかふなり。漢土の反切は日本の仮名附なり。こりゃこう云字ぢゃと云かな付なり。今日本ではこの沢の字はうるほうと云字ぢゃと云のが、これが漢土の反切 同じ と故に反との玉ひた。ときに、 「ウルホウ反」と云上へに丸点がなければならぬな 。これ 先達ても云た延寿寺 元祐と云人の伝へた本なり。羽州本にも河州本にもなひよりて、丸を付ね とき の「光沢」と云言は、第一句の「光雲」と云言 ら出た言 「光雲 。雲 沢潤 義がある これは上に『探玄記』を引て 如く 沢潤
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ぶらぬものぞなき」と仰せられたものなり。ときに手仁葉の法に「そるこそれ」と申す事がありてぞと云へば、 「る」ととめると云が常の格なり。こゝは「ぞ」をきて めてあり。こゝ ば『甞解』などに これは「も こそなけれ」と云を略して「 云たものぢゃ、まづ「こそ」を略して「ぞ」と云ひ、又「けれ」の反し「け」 かへるによりて、夫をかきくけこの通音できと通ずるゆへ、 「ものこそなけれ」と云を ものぞなき との玉ふたものぢゃとあるが、左ではなひ。 「そるこそれ」と云は、手仁葉の大略 云た で委しき事では ひ。是は「ぞ」をきて「る」 め 云格は、外に例 あ 事で『古今』二 巻春の部に「
残ノコ
りなくちるぞめでたき櫻花ありて世の











































無辺光・無碍光の三光は光明無量の体徳を顕す一科 これ ら下 無対光・炎王光 第二科にして科目を立てゝ
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衆生の悪業煩悩のけがれたを除ひて、 清浄にしたまふ光明ぢゃによりて、 「清浄光明」と云との御釈なり。夫ならば、この御左訓に貪欲の罪ばかりを挙げ玉ふは云何と云 、これは下の「清浄光仏」をば、 『述文讃』の釈に「貪欲の煩悩をけしほろぼす光明によりて清浄と名く」とあり。この『述文讃』の御釈は、吾祖の御依用で「真仏土巻」の御引用なり。今ここの「清浄光明」をば、其『述文讃』の御釈を直に取り来て なされる なり。憬興の『述文讃』には、 すでに化他 約して釈したでなひか 爾 ば、 今この「清浄光明」と云も、 化他に約して釈するはづぢゃ。『述文讃』の釈を直にこ へ以てき 、ここの釈になされる思召で、 「貪欲ノ罪ヲケサンレウニ と 玉ふなり。ここの「清浄光明」が、貪欲の罪 かぎると云事ではなひ。 「一切の業繋ものぞこりぬ あれば あらゆる悪業煩悩を清浄にしたまふ光明ぢゃによりて、そこで「清浄光明」との玉ふな 遇斯光のゆへな ば」等 は 「遇斯光」と云は、このひかりにあふと云事。夫を御左訓に「弥陀仏ニマウアヒヌルニ ある。これは吾祖のつねの玉ふことで、 唯信鈔文意』には「阿弥陀仏は光明なり」と。又『一多証文』には の如来は光明なり とある。光明をはなれて弥陀の果体はなひによりて、 すなはち光明ぢゃとの玉ふ。そこで ひか にあふと云は、弥陀にまうあひたてまつることぢゃ。其 まうあふ」と云を『一多証文』には まうあふ 本願力を信ずるなり」とある。爾れば「遇斯光」 云は、弥陀 本願力を信ずる ぢゃと御覧なされるが 吾祖の思召なり。
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の字は不の「ぬ」なり。明日もしらざることを「明日もしらぬ」との玉へり。又信心決定しぬればかならず真実報土に往生するとある。あ の字などはおはんぬの ぬ」字なり。信決定し畢りたことを信心決定しぬれば、との玉ふなり。今がそ おはんぬの「ぬ」で、本願力 信ずる所で、業繋こと々々くのぞこりおはん と云 で「一切 業繋ものぞこりぬ」との玉ふ。ときにこの 偈の文に「遇斯光者 除」との玉ふたは、 と『大経』の「遇斯光者三垢消滅」の文によらせられたもの 『大経』 文初に十二光 列ねて其次に「其有衆生遇斯光者
『浄土和讃講義』の翻刻
29














する。二乗等は少分の帰依所にして、究竟の帰依所に非ず。仏ばかりは究竟の帰依所ぢゃと説てあり。今それらのこころを取て、弥陀を畢竟依との玉ふなり。先「畢竟」と云は、御草稿の御左訓に、 「畢」 字「オハリ反」 「ツイニ反」 、 「竟 の字に「オワル反」 「キワム反」とある。これは畢竟 二字の和訓を出し玉ふなり。依の字の左には「ヨル反」との玉へり 爾れば畢竟と云は、おはり・おはると云事で、一口に へばおんつまりと云事 。一切衆生機宜まちまちにして、薬師に帰依するもあり、釈迦に帰依する あり。繋属結縁種々なれども おんつまりの帰依所と云は弥陀ぢゃと云事で、 「畢竟依」の名を御出し玉ふ とき 、今無対 の所へ「畢竟依」の名を出し玉ふは如何と云に、無対光 云は外にならべくらべがなひ事。又いかなる業煩悩でも敵対する事ならぬ事なり。爾れば、
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名ける。これは「塗炭の義を云 は非ず」とある。 れは舊譯家の説をえらんだものなり。この塗炭 云は、これは『書経』の文字にしてはなはだ難儀な水責火責にあふ事を塗炭と云なり。今 の字が其塗炭 字なれども、今は塗炭の義ではなひ、途は道の義ぢゃと云、 『玄應』の釋なり。浄影の『十地義記』四本
二十一左
に「塗」の字をば塗









































陀の光明を拝て解脱をうるやと云論があれども、これは論に及ばぬ事なり。この『大経』の文に「若在三塗勤苦之処見此光明」と説くは、三悪道の衆生常に弥陀の光明を拝むと云事でなひ。もし別因縁の衆生があれば、三塗にありてもこの をみ奉る事がある、この光明を見奉れば忽ちに解脱をうると説た経文なり。人間天上の人でも別因縁のある人なれば、弥陀の光明を拝して利益をうるは勿論なり。経文には光明の利益の希奇を顕さんが為 事。ときに『甞解』の中に『六要鈔』を引て 塗の衆生が弥陀の光明を拝して解脱をうると云は、 『心地観経』三
六左
に、











ひかりを放て三悪道をてらし苦慮をのがれしめ玉ふ。夫ゆへ『大経』に「若在三塗勤苦之処」等と説てある」と云てあり。又『黒谷伝』五にも出てあり。これは元祖の其機に対して、しばらく自力回向を許させられる随他意の説ぢゃ。元祖には是が随分あり、初め 日本に於て浄土門興行の元祖ぢゃ。これほど専修の法門がひろまりたる今時でも、他宗の多ひ所などへ行くと 当流の正意はあたまからは申されぬ。まして況や、元祖初めて専修の念仏を興行なされるのぢゃによ て、 其機に対するところの随他意の説はなけねばならぬ。元祖、 随自意の御釈は、 『選択集』の「二行章」に、回向不回向対の一対を立て、他力の念仏はすべて回向を用ひぬ、と云が黒谷の正 なり。爾れば、専修 行者は念仏をも 、自身の往生の業とさへ計らはぬもの。況や、亡者のためにとなへ 念仏を回向すると云事はなひ事なり。当流では、 『歎異鈔』に「親鸞は父母孝養 為とて一返にても念仏申したる事いまだ候はぬ」とある。これが吾祖の御定判なり。一返の念仏でも、亡者の為 回向するこころありてはなら 法 仏事をつとめるのは、みな親の年忌・子の忌日を縁として、 恩報謝のつとめをなす なり。つとめる仏事に付て、すこしばかりでも運心の回向をなすと云事は、決してなひことなり。
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歓喜・智慧の三光一組の光明なり。夫ゆへに吾祖御依用の憬興の『述文讃』では、この三光を次の如く三善根 三毒とへ配當してあり。仏にありては無貪・無瞋・無痴の三善根、衆生にありては貪欲・瞋恚・愚痴の三毒、阿弥陀如来因位永劫の修行に衆生に替て無貪・ 瞋 痴の三善根を成就し玉ひ、今果上 於て其三善根からこ 清浄・
38
歓喜・智慧の三光を以て、一切衆生の貪・瞋・痴の三毒を対治すると云が憬興の釈なり。依てこの三光に科目を立つるなれば、化他滅惑の徳と云。上の無対光 炎王光 二徳は弥陀の光明の他に対して、勝れたる事をば述るゆへに、外に らふものゝなひと云事を上み 二光で顕し竟りたり。そこでこれから下の三光は 科段がかはりて弥陀の光明の徳をば御述なさるゝなり。
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とあり。爾れば光明の御てらしをかふむる事を、 「光照かふる」と仰せられたり。 「ひとたび」と仰せられたは、次の句の「業垢をのぞき」と云事を云はんがために、 「ひとたび」と云かけさせられたもの。この光明にてらされて、衆生 悪業煩悩ののぞこるのは、いくたびも々々てら のぞ るではなひ。宿善開発の行者は、ひとたび光明にてらさるゝとき、たちまちに罪を ぞこる一念帰命の立處に 三世業障一時につみきえてのこころで「照かふるもの」 玉ふなり。 「業垢」 は、 「業」即ち「垢」の持業釈にみるは宜しか ず。これは「業」と「垢」との相違釈なり。夫はなぜと云に御左訓に 「アクコフホムナフナリ」 とあり。御草稿の左訓も同じ事なり れ 「業」と云は悪業の事、 「垢」 云は、煩悩の事なり。殺生・偸盗・邪淫・妄語等を「 」と云ひ、貪欲・瞋恚等の煩悩のこ を「垢」と云と仰せられる御釈 煩悩 「垢」と名けることは『大乗義章』五本左初に「煩悩を又は垢と名く。煩悩 あかけがれのやうなもので、たま々々清浄心を起す事がありても、煩悩で其心をけがすにより そこで煩悩を垢 名ける の玉ふ釈があり、爾れば「業垢をのぞき」と云は、一念の立處に法の徳で、あらゆる業煩悩を一時に消滅なされ なり。　「
解脱をう」とは、解脱のことをば上の「解脱の光輪」の下にて弁ずる如く、涅槃のさとりのことを解脱と申す
















































































　「法喜をうとぞのべたまふ」此句が正く歓喜光の相たをのべさせられる處で、これは鸞師『大経』の「身意柔軟歓喜踊躍」の経文をば歓喜光仏の下へ切り合せて仰せらるゝなり。前后の例で『讃弥陀偈』は『大経』の文を切合せて十二光を御釈なさる。今こゝも「身意柔軟歓喜踊躍」で衆生を歓喜せしむる所の、光明なるがゆへに歓喜光となづける、と御釈なされるのなり。爾るに今の御言つかひには、 「歓喜」と云はずに「法喜」との玉ふは、是は『六十華厳経』二三十に如来法を説玉ふとききくものをして 悦の心を生ぜしむると云處に の法喜の言があり 爾れば「法喜」と云は 法を聞て歓喜す こ なり。そこで 左訓に「ミノリヲヨロコブナリ」とあり。こゝ 法喜との玉はねばきこへぬ所で、上の句に「ひかりのいた と ろには」とあるのは弥陀の 光の衆生へ至り届かせられた處、其衆生へいたり届ひた處で喜び 生ずるなり。たゝよ こびがおこ で なひ。 「聞其名号信心歓 」と善知識から本願名号の われを聞ひらき 、信じよろこぶによてそこがみ りをよろこぶ處。よりて「法喜をうとぞ」との玉ふなり。次の和讃の「智慧光仏」は 弥陀 智慧門の光明 そこで衆生無明 黒闇を ぞかせ玉ふ。この歓喜光は弥陀の慈悲門の光明、そこで衆生の慈悲 の心を生ぜしむると云 とで、 「法喜をうとぞのべたまふ」と仰せられたも なり。ときに御草稿 御左訓に「クワンキ止ケサムレウナリ」とあり。羽州本・高田の本この通
44










処の御左訓には、憬興 釈の通りに三光を以て三毒をけしほろぼすとす 爾るに、今の御左訓には、 光をもて三毒を滅すとは如何と云に、私も前方心得ましたは、これは吾祖、清浄・歓 ・智慧 三 をば 体一互融で御釈なされる。体一互融といふは、この三光を分るときに に当れども、体は一なる事を顕して、歓喜光をもて三
『浄土和讃講義』の翻刻
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毒をけしほろぼすとの玉ふたと心得ても、随分すむなり。よく考ふればそうではなひ。これは吾祖、鸞師の『讃弥陀偈』と、 憬興の『述文讃』の釈と、 義を取る事別なりと云ことを顕す。御釈下の「大経和讃」では 吾祖自ら『大経』のこころをのべさせられるによりて そこで憬興の釈を丸出しになされるなり。今 『讃弥陀偈』により玉ふ和讃なるが故に、 『讃弥陀偈』のこころでなけねばならぬ。よて、憬興の釈用ひ玉はぬなり。憬興の釈は、三光では次での如く当つる。鸞師の釈は、 夫とは違ふ 御覧なされる 夫は云何と云に、 上の和讃 みるべし。 「清浄光仏」をば、鸞師は色相に約して釈 玉ふ。又、 「業垢を除き解脱をう」とあれば、ただ貪欲ばかりをけしほろぼすとの玉はぬ。通じて悪業煩悩をのぞくと云のが 鸞師 こころ。夫 れば、この歓喜光仏が、ただ瞋恚の煩悩にかぎるはづはなひ すべて『大経』 文へ引合せて、十二光を御誘きなさ 。す はち、この歓喜光をば、 身意柔軟歓喜踊躍」の経文へあて 、 「法喜をうとぞのべたまふ」と仰せられた。其「身意柔軟」 前へ 句に 三垢消滅」とあり。この三垢と云は三毒の煩悩の事ぢゃ 爾 ば 『大経』の文でみ き 三毒を三光へわけるではなひ。歓喜の光力によりて、 「身意柔軟歓喜踊躍」 よろこぶ所が、即ち「三垢消滅」の所 そ がはや信心歓喜の一念に三毒の煩悩一時に消滅したまふときぢゃ。よて、 歓喜光をば、 ただ瞋恚へあてるで なひ。 「三垢消滅」と云が鸞師のこころぢゃと云ので、御左訓に「トムヨクシンイグチ
止
ナリ」との玉ふ。又「ヤミヲケサムレウ」と
は、 『大経』の「重誓の偈」 「消除 冥」の言をとり玉ふなるべし。
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の玉ふも、又『御文』に「 煩悩 をそろしきやまひ」との玉ふた 同じ事なり。 「無明」と云が愚痴の煩悩に限たことではなひ。あらゆる業煩悩を総して「無明」と云。聖道門では煩悩に段をつけて
　『
勝鬘経』でなれば五



























ふは、釈迦如来ばかりではなひ。三世の諸仏も十方の如来も、亦是の如く讃嘆し玉ふ。一仏一切仏で、過去の諸仏は已に説き、現在の諸仏は今説き、未来の諸仏は当に説く。大王路の如くかはらぬと云が、諸仏説法の儀式なり。夫故に、今「一切諸仏」と云。 「三乗衆」とは、御草稿の御左訓にもある通りに、声聞・縁覚・菩薩、是を「三乗衆」と云。弥陀の光明を讃嘆し玉ふは、諸仏ばかりではなひ。十方世界の声聞・縁覚・菩薩の三乗衆、みな共に同く弥陀の光明を称揚讃嘆し玉ふと云事を、 「ともに嘆誉したまへり」と云なり。 「嘆誉」と云は、 「嘆」は讃嘆、 「誉」は褒誉なり。ともにほめる事 よて御左訓に ホメホムルナリ」と。こ 後の二句の本偈の拠 『大経』の文に「不但我今称其光明一切諸仏声聞縁覚諸菩薩衆咸共歎誉亦復如是」と。弥陀の光明を讃嘆するは、但だ我が讃嘆するばかりではなひ、一切諸仏三乗衆ことごとくともに嘆誉したまふとの、釈迦如来 金言なり。此経文の意を述べさせられて、本偈に「一切諸仏三乗衆咸共嘆誉」 の 。ときに、この経文をば「智慧光仏」の下へ切り入させられたは如何と云に、本偈の意ろは『大経』の光明嘆徳の文 ば 無対光 から下の光明へ宜しきに随て当て玉ふ。この経文が、文の次第でみるに、 「智慧光仏」へ当るなり。そこ 、ここへ切入させられた みへるなり。更に別に意ありと みへぬ。文の次第で り入させられ みへるなり。又、吾祖の思召で伺へ 、 経文をここり入させられ には 甚だわけのあ ことなり。其思召は、御左訓に顕れてあるなり。御左訓に 一サイショフチノチヱヲアツメ
止
ナリタマフナリ」と、羽州本并に高田の本、この通りなり。この御左訓は、且く密教のこころで
さばくときは、真言密教 五方五仏を立てて、中央には大日如来・東方阿閦如来・南方宝生仏・西方に阿弥陀仏・北方に天鼓音仏と、五仏を立てるなり。これも、胎蔵界と金剛界と 名 変る事があり、今且く一名を挙げ
50
のなり。但だ阿弥陀如来は、いつも名のかはると云事はなきなり。ときに、この四方四仏を、胎蔵界の時は、発心 ・修行・菩提・涅槃の、この四門へ当てて、西方の阿弥陀如来は菩提に当るなり。弥陀は成菩提を主る仏なり。又、金剛界の時は、この四方四仏を、菩提と福徳と智慧と大精進と、この四つに当るなり。此時は、阿弥陀は智慧に当りて、一切諸仏の智慧を主どり玉ふ。爾れば、福徳・智慧の中では 智慧門の仏。又、一切諸仏の修行成就し、菩提の果を成し玉ふ。諸仏の成菩提を主るが、阿弥陀仏なり。密教のこころでは、一切諸仏を全ふした が、大日如来の一仏とたてて、其大日一身 開た所が、五方五仏なり。よて弥陀を智慧門の仏とするも、弥陀と云 け 別にありと云事ではなひ。一切諸仏を全ふし で 諸仏の智慧門を弥陀 名けるなり。又 菩提にあてるのも其こころで、一切諸仏 成菩提の果を弥陀と名けるのなり。時に、今の御左訓を、こ 密教へあてて申す は 弥陀は智慧門の仏で、一切諸仏の智慧を集め玉へる仏け故に、 「智慧光仏」と申すなり。又、西方 弥陀は、 の成菩提の果なり。一切の 菩提 果 成し ふときは、この阿弥陀 にて成仏し玉ふ故に 「井チサイ
止
タマ







論釈が引てあれども、密教を御引用は『不空羂索神変真言経』の阿弥陀清浄報土の文ばかりなり。善導一家の唯報非化と判釈なさるゝ弥陀の浄土はこれ報土ぢゃと云證據になる文故に、 この『不空羂索真言経』の文を御引用なり。其外密部の経を御引なされた事はなひ。台密を学びたまふ吾祖密教の中 しば々々弥陀のことが出てあれども密教の所談を御引用はなし。爾 ば今 御左訓も密教のこゝろでの玉ひたのではなひ。爾らば密教 所談と同ずるは如何と云に、これは密教の所談を随宜転用して其述る所 義は正依 『大経』によての玉ふ。爾れば直に『大経』での玉ふべし。何故に密教の所談を転用し玉ふぞと云へば、あらゆる顕密の諸 はわが浄土の『大経』 所流方便の経ゆへに、吾祖とき々々一代諸経をば浄土経のこゝろで 取扱なされ ことあり。こゝらも密教までを浄 経から流れ出た支末法輪となさるゝ御料簡と相みへるなり。西山の如くに密教のこゝろをもて浄土の法門を誘いては、かへって浄土門は密教の下へつかねばならぬ。今家の吾祖は浄土 法門は浄土経の意で立ぬいて、真言や天台に云事も転用し こと々々く浄土経のこゝろにして御仕舞なされるなり。爾ら 御左訓を のこゝろで申すときは如何と云に、これは一朝一夕には弁じがたし。略して云へば、上の「智慧の光明」 下で弁ずる如く『大経』の智慧段で弥陀の五智は一切諸仏 智慧を全ふした弥陀の智慧とみ るなり。故に経文にも「諸仏無上智慧」と説てあるなり。全体『大経』一部の説相が諸仏 る阿弥陀如来で、一切諸仏の本仏とする説き方。その證據は異訳の『大阿弥陀経』には、弥陀 事をば「諸仏阿弥陀」とあり 「大経和讃」の左訓 「ミタヲシヨフチトマフスクワトニントウノコヽロナリ」 あるが『大阿弥陀経』なり。弥陀を諸仏と名けた 、弥陀を離れて諸仏はなひ一切諸仏を全ふしたる阿弥陀如来ぢゃと云ことなり。爾れば『大 』所説の弥陀の五智は、一切諸 智慧を集め玉 たる智慧光仏なり。これが即ち弥陀を諸仏 本 とする意ぢゃ 云ことは光明段に顕れてあり、 中之王なり、光明中の極尊なりと説せら た光明は何ぞ、弥陀の智慧なり。そこで吾祖は此如来は光明なり 光明は智慧
52
なり、光明が直に智慧ぢゃ故に『二門偈』には「斯
ノ光明
ハ即
チ諸仏
ノ智
ナリ
」との玉ふ。かくの如く光明を以て弥陀の
智慧を仰せられる思召ぢゃによて、今も智慧光仏の御左訓にこの義を述させられて「一切
止
マフス」との玉ふ。爾
れば弥陀は諸仏の智慧門の仏なるゆへ諸仏みな弥陀の智慧によて成仏し玉ふ。夫を『般舟三昧経』へ引合せて云ときには「三世諸仏
止
成等正覚」
文
念仏三昧と云が智慧の念仏で智慧なり。 「三世諸仏」はみな阿弥陀如来の智慧の
念仏で成等正覚なされる。そこで今、御左訓の次の一段に「井チサイ
止
タマフナリ」とこのいはれあるによて、一
切諸仏並に三乗衆より挙て弥陀の光明を称揚讃嘆なされると云ことで、后の句に「ともに嘆誉したまへり」との玉ふ思召とみへるなり。　　　　
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